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.不
安
定
、
共
同
社
会
の形
成 

(

间
意)

、
そ
れ
を
母
胎
と
す
る
政
治
権
力
の
創
出(

信
託)

.
と
い
う
内
部
事
情
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
め
で
、
こ
れ
.をr

内
因
説」

と
名
づ
け
よ
う
o
,

卜
-

益

法

者

參

国

民

；
の
：私

¥ :
,

靡

を

侵

害

ず
.:
«

£

と

に
^■

つ̂

抓
^

办

歡

抵

に

反
^

^:

伊

動̂
;

^

怒

勝

、:'':
.人

«々 :

新

ら
1.
:
1,
'
;立

：宏

部

^

よ

っ

て

新

た 

に
安
全
を
は
か
る
権
力
が
あ
る
。」

と
い
う
有
名
な
反
抗
権
の
主
張
は
、
C

の
よ
う
な
信
託
の
帰
結
と
考
え
ら
れ
る
.
。

'

こ

の

よ
う

な
内

因
説

に
対
し

て
、

さ

き

の

政

治

権

力

の

定

義

に

お

い

て

外

国

の

傢

略

か

ら

^
;
同

社

会

を

守

る

こ

と

が

示

さ

れ

た

よ

う

に

、

ロ
ッ 

:
::

グ
.

め
国
家
観
^

ば

-

そ
：0:

成
立
ー
0

契

機

を

外
_

办
® .

;

^

 

.
; ;
-

'

:

「

人
々
は
彼
ら
の
愁
望
を
各
人
の
さ
さ
や
か
な
財
産
と
い
う
狭
い
限
界
の
中
に
限
っ
て
、

一
様
に
素
朴
な
貧
し
い
生
活
を
営
ん
で
い
た
か
ら
、
 

守
V

を
起
す
こ
.と
も
め
っ
た
に
な
く
、
そ
れ
を
裁
判
す
る
多
く
の
法
揮
o '

必
要
も
な
く
、
ま
た
犯
^ .

も
罪
人
も
ほ
と
，ん
ど
な
か
っ
ゝ
こ
の
で
、
栽 

羽
も
要
求
さ
れ
な
か
.っ
た
。
そ
し
て
手
を
た
ず
さ
え
て
社
会
を
つ
く
る
ほ
ど
愛
し
合
っ
て
い
る
，人
々
は
、
交
際
と
友̂

を
保
ち
合
い
互
い
こ
信 

頼
し
て
い
る
と
.し
か
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
彼
ら
は
お
互
い
の
中
よ
り
も
外
部
の
人
間
に
つ

い
て
よ
り
大
ぎ
な
不
安
を
抱

か

ず

に

は
い
ら
れ
な 

:か
っ
た
。
：そ
れ
ゆ
え
に
、
--
.彼
ら
が
第
ー
.

¥
 

彼
ら
自
身
を
い
か
..に
し
...て
外
部
の
力
が
.ら

守

る

か

と

.
い

チ

こ

と

だ

と

想 

像
.せ
ね
は
^

ら
な
い
。
彼
ら
が
.

a 

J

0
目
的
に
最
も
役
立
つ
よ
う
■な
影
か
4

か
制
.に
身
を
置
い
て
ノ
彼
ら
を
戦
r

に
お
い
て
敗
揮
し
、
外
货
に
対 

,
:
1>

て
率
先
1.

て

あ

た

ヶ

、
主

と

し

て

こ

の

点

；
に
；お
い

「

て

指

導

者.で
あ
：
る

よ

う

な

最

. %

勇

敢

で

賢

明

な

人

を

選

ん

だ

'の

は

当

 

•
 

と
へ
の
場
合
：に

.は
、
人
々
は
：-
様
ぬ
素
朴
な
. *
-
'1;
:
“い
餘
を
営
ん
：で
い
た
の
だ
か
ら
、
内
部
に
お
け
る
財
産
の
不
平
等
、
'
:不
安
か
ら
：で
は
な
く
、
. 

外
敵
防
御
水
の̂

か
.&

の
み

政
治
権
力
.の
発
生
が
説
か
.れ
る

。

、そ
1>
.
て
：そ
；の
帰
結
は
君
主
制
と
い
.う

こ

と

に

な

ろ

う

。
：
こ
，
の

よ

う

，に

し

て

、

国

家

の 

.目
的
は
等
し
く
私
有
財
産
保
持
で
あ
る
と
し
て
%
、/ :
■

そ
の
発
生
に
は
ユ
タ

.
:で
あ
る
，
.

.

:

;

.

'ノ
^
 

し 

^
,
:
-
,
,
:
•

.

. 

.

.

.

'■
第
j

l

H

、
こ
の
国
家
権
ガ
.は
ま
た
公
共
の
利
益
ズ
蓄
|

0

|

を
目
的
と
し
て
、い
る
こ
.
と
.。
：公
共
.の
刺
益
は
も
：ち
ろ
ん
私
有
財
產
保
全
を
前 

提
と
し
て
.い
.

の
だ
が
、
私
有
財
^

雄
持
の
み
を
目
的
七
!.

た
場
合
对
&

家
の
機
能
は
し
ば
し
ば
夜
警
国
家
に
縮
小
す
る
の
に
対
し
て
、
公
共
の 

刺

益

を

掲

げ

れ

ば

そ

れ

：は

大

幅

に

；拡

大

さ

：
れ

る

こ

と

と

な

る

。

：

そ

：れ

は; ^
;̂
,
揺
籃
期
の
共
同
敗
会
を
育
て
、
,
つ
い
で
国
家
の
富
裕
を
も
た
ら
す
あ

ら
ゆ
る
政
策
を
積
極
的̂

実
行
す
る
こ
と
.に
な
ろ
う
。.：か
<:
:
し
で
が
れ
：§
国
象
観
ば
^
^
 ̂

の
自
由
主
義
的
ブ
ル

.
• 

.

.

•

■

.

 

.
:

■
. 

: 

.
 

, 

..
 

:
 

■

ジ
ョ
ァ
国
家
観
へ
ら
な
が
る
の
に
対
し
公
他
の
ニ
面
で
は
経
済
統
制
を
正
当
化
す
る
重

(

8)

： 

ノ
 

.

- 

■:
 

.

.■

以
上
の
：一

11

点
は
、
' 口
べ
ッ
タ.め
国
家
論
に
.お
け
^
間

題

セ

：あ
：る
，
と

同

時

.に
:-
'
'̂

の
で
あ
る
。.
，
口
ッ
久
：.の
：論
理
、が
何
故
こ
の
よ
う
な
複
合
性
を
も
つ
か
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
そ
れ
が
相
互
に
関
速
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
の 

分
析
は
こ
こ
で
は
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が

、

か
れ
が
た
と
え
ば
封
建
的
な
社
会
観
に
反
対
す
る
革
命
的
な
情
熱
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
結
局

は
戍
い
主
権
と
新
:1
>
い

第

三

段

階

の

：麥

協

を

目

的

’と

し

た

ご

ど

:-
'
:
じ
だ
が
^ :
'

.

§

'...
 

.:
 

.

.
;
.

出

し

え

た

と

し

て

も

、
：
ま

た
同
時

に
そ

こ

に

は

そ

の

：よ
方
な
；急

進

的

な

結

論
^

消

a

去

り

現

状

を

肯

定

す
.

る
.論
 

て
い
た
こ
と
を
注
意 

す

べ

き

で

あ

ろ

う

。

(

1)

，_
 

J. 

L
ocke; 

Two. Treatises 

of G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
'
1
6
9
0
,
ohap* 

I,. 

w
3
.
>critical

.

edition w
i
t
h

 

anintroduction and'apparatus: criticus, by. 

,

P. 

Laslett, 

1
9
6
0
p. 

2
00
6
.
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
、
以
下
同
じ
。
 

-

-
 

:

(

2) 

Ibid., 

Chap.. 

v
tt
-
8
5
, p. 

3
4
1
.
:

(

3)

ふ
つ
う
ロ
ッ
■ク
は
社
会
契
約
論
と
採
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
'ロ
ッ
ク
に
お
い
て
契
約c

o
n
t
r
a
c
t

と
い
う
言
葉
は
婚
姻
社
会
と
主
従
問
の
雇
用
関
係
を
成
.

•
 

:.,
'
立

さ

せ

ー

る

手

段

ゼ

1;
尤

使

わ

；
れ
.
て

い

る

ゼ

け
^

ー
_

社

着

成

立

を

論

:1
:
'
'
本

際
^

は

乾
<:
用

ゆ
政
希
皙
学
に
：軒
げ
：る

'.
'
'
:

『

同
意¥
; *
.膨

.
：
'
«
論

叢

 

一
. ^

年

：5
.
月
"

.
J

，
ロ

タ

ク

釋
.

2

0年
記
念
号
一 

所

収

，
鑛

擺

。
，

：
に

:̂
;

れ
滅
、
：国
1

約
樣
%

囊
約
尨
來
じ
結
合
契
約
乂
^

.
■と
-

T

乂
配
契
約
■な
-

>.

し
服
従
^
約

-
,
.

(

政

府
あ

る

い

.^
国
家
.の
設
立
と
.そ
.れ
へ
権
カ
を
利
与
す
る
方
法
>
,し
'て
；の
.契
約
.

)

：
と
.
.か
ら
成
り(0.. Gierke)、'. 
ロ
.ッ
ク
理
論
は
こ



. 

, 

, 

. 

.

.

.
:

■

IHC. 

(

1
0七

の
ニ
つ
を
欠
い
て
、
前
者
の
か
わ
り
に
n

r-a
g
r
e
e
m
e
n
t
,

後
者
の
か
わ
り
に
C+
-

S

S
C+
-

が

存

在

す

る

(

a

。
w
. 

of 

Gierkes .Natural. L
a
w

 and the. Theory of'society,

.1934，

p
. E;'vaughaul..;. 

studies, in.. the .History 

.of ■■ pouticar..philasophv:before 、
aR'i.aft€r 

Rousseau, 
1925. 

J. w
,

 

Gough; 

John L
o
c
k
e

roPolitical Philosophy, 

Eight Studies,

1
9
5
0
.

)

同
意
は
白
由
な
意
士
心
行
#

,

固
夂
人
り
自
的
意
志
の
合
致 

■■
■で
あ
り
、
;
信
託
は
路
衆
の
意
士
心
に
よ
り
任
意
に
解
消
で
き
る
：
.0
.ロ
ッ
ク
の 

同
意
論
、
':信

託

糖
-'
.
:
-
:多
数
決
原
弹
に
お
1い
；：て

;'
共
同
社
会
の
诲
胎
性
0
確

傲
.'
-
.-:
;
理
性
へ〕

の
信
賴
を
見
ー
い
.だ
し
う
る
。
'
た
だ
し
% '

ち
ろ
ん
こ
の
場
ぎ
、(

ロ
，ッ
ク
が
， 

徹
底
も
た
人
揭
主
権
に
進
み
え
な
か
っ
た
理
凼
と
し
て
、
彼
の
〃
尻
衆
〃
の
概
氣
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

H 

o

f
 
• 

^
 

 ̂

 ̂
0
 

(

5
} Ibid., 

c

f

. XIX':§
.226,. p: 4SS. 

f

(

6) 

Ibid., 

chap. V

日

'
§1
0
8
'

p. 357.

(

7) 

ロ 
ッ
ク
办
貿
易
差
額
論
に
つ
い
て
は
、Some Consideratil of the Consequences of the Lowering of Interest, and Raising 

?
 

Y
&
g

 

of M
o
n
e
y
,

1
6
9
2
,
を
参
照
广

?

.)

_

'
と

の

、
三

成

に4

い

セ

は

、
：

す

で

に

羽

鳥

阜

也

氏

.

.

3
 

:

' 

そ
.こ
で
は
、へ
粟
約
艺
ば
：
梦

:'

:

)

.
へ

.V,

自
然
状
態
に
お
'け
各
所
有
<0
'
.不
{女
定
-
^政
治
施
カ
0

発
生—

所
有
^

の
維
持
を
目
的
.
；
丨「

贫
働
に
よ
：る
所
^ :

め
：原
理
を
基
準
と
す
る
社
会
契
約
説
に
よ
っ 

'

て
国
家
権
力
の
；任

務

^

役
割
を
規
定
、
絶
対
主
義
に
背
す
る
■民
衆
处
反
抗
権
へ
の
：生
張
に
帰
結

^

る
故
匕、
*:
^

'自
然
状
態
に
お
け
る

-^
敵
防
禦

-
敗̂
治
権
カ
の
発
生

:|
;
八
ム
共
の
利
益
増
進
を
目
的
...パ 

必
要
.性
が
：.ら
、.
国

民

主

義

.
の

論

型

■'
:-
匕

ユ 

I

 
ム

. 

. 
... 

.

.

と
い
う
よ
う
に
、「

.互
い
に

異
質
袖
^
-一
一
つ
の
論
理
.が
同
時
_
に
並
存
し
て
い
セ
と
見
る
€>
;
が
卩
ッ
ク
の
思
想
に
最
も
内
在
的
な

p.
ッ
ク
解
釈
で
あ
る」

.

(

三
六 

頁)

之
説
か
れ
て
い
る
。
極
め
て
.示
唆
に
富
^.
が
.、
前
者

%：
あ
ま
り
市
民
革
命
の
論
：班
で
は

^
い
と
.い
；う
の
：が
筆
者

^

^

っ
て
、
こ
れ
に
っ
い
て
は
の

ち
 

'
に
述
：べ
.よ
う

。

こ̂
で
は
、
こ
の
ニ
つ
は
単
純
.に
並
存
4
て

：
い

：
る

の

：で

：
は

&
く
相
互
.に
か

ら

み

て

.お
ゥ
、
前
者
の
論
理
も
公
共
の
利
益
に
.接
続
す
る
あ
い 

ま
い
さ
を
持
っ
て
い
る
.こ
と
だ
け
を
指
摘
す
る
。
た
と
■免
ば
,'「

そ
れ
蝴
え
、
.多
数
の
入
が
結
合
し
て
一
社
会
を
つ
く
り
' 
自
然
法
に
よ
：る
執
行
権
を
放
棄
し
そ 

.れ
を
公
井
の
手
に
渡
す
場
合
'に
：は
、:
ま
た
.そ
の
場
合
に
の
み
、
政
治
的
す
免

 ̂

ま

.

'

た
は
社
会
の
立
法
部
と
：い

°
て
も
同
じ
：こ
>1
だ
が
、
.
そ
れ
.に
社
会
0
;公
共
の
利
益
が
要
求
す
る
：に
忠
じ
て
、
自
分
に
代
っ
て
法
律
を
つ
く
る
栴
叫
：を
与
え
る

。

」

.

. 

P
 

i

 

o

f

. 

^
 
^ 

V 

^

,

.

'-
'

..

.

:

'

.

，

へ

：

(

3

 

ロ
ッ
ク
理
論
め
ょ
っ
て
立
っ
锴
級
的
基
盤
を
検
討
す
る
'こ
ー
と
找
、
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
問
題
で
ぁ
る
\ 0

'た
と
：え
ば
羽
鳥
氏
は
、
' ロ
ツ
ク
の
経
済
政
策
論

ノ
の
：内
部
に
生
成
し
た
も
の
は
、：
後
年
マ
シ
デ
ヴ
ィ
.
ル
.、
匕

ュ
彳
ム
.、
ス
.チ

ュ.ア
ー
ト
ら

の

：
重

商

主

義

者

：

.
に
よ
：っ
，て
：、：継

承

•
展
開
さ
れ
る
べ
き
内
容
を
も
っ「

か 

■

の
| &

商
主
義
に
固
有
の
貨
幣
理
解
を
基
耻
と
す
る
有
効
需
要
論
に
よ
る
資
本
主
義
分
析」

(

前
掲
書
、
在

養
.

)

.

で
あC

N.、

ロ
ッ
ク
に
一
一
つ
の
論
理
が
並
存
す
る 

理
由
は
：「

究
極
的
に
は
こ
れ
を
ロ
ッ
ク
に
お
：け
る
労
働
価
値
論
の
.
欠
如
，(

H

ス
ミ
：ス
に
比
し
て
の
分
^

理
解
の
浅
さ)

,-
:

(

同
'

 

で
あ
り
、「

一
七
世
紀
の
. 

:

;•
後
半
期
に
お
い
て
ば

：'
:

産
業
資
本
の
イ
デ
：才
ロ ー

グ
.

た
令
ロ
：
ッ
ク
の
思
想
の
屯
が
国
民
主
義
の
論
理
'
の

：
入

り

こ

む

佘

地

が

.
残
；さ
れ
て
い
た」

'.(

同

、
：
：
九

八

頁

)

と 

説
明
さ
れ
て
い
る
。：
だ
が
"

.

口

ツ

ク

を

ス

ミ

、
ス
ー
に

■
つ
な
、が
る
産
業
資
本
の
イ
テ
オ
P

丨
グ
^

i m
,

®

; v
.:

^ ;

に
は
も
ら
ろ
ん
異
論
も
多
い
。
た
と
え
ば
ロ
ツ
ク
の
父 

は
議
会
^

に
厲
し
て
戦
，っ.
'ん
.
ひ
.
に

反

し

ロ

：
ッ

.

ク
は
'

ヒ
ュ
.

リ
タ
シ
'

政
府
の
.
.
.
.リ
.

コ
y

ス
.
.み
に
反
撥
し
ズ
玉
制
衡
击
如
歓
迎
し
ゝ
的
的
防
與
；
^

©

!

!
 

t
h
e

 

L
a

w

 

o
f

 
N
a
t
u
r
e
,
.

 

1
6

6
0

—
6

4
.

に
は
ブ
ル
ジ
ョ
'

ァ
的
な
自
然
権
と

i

う
思
想
は
な
く
、
中
世
的
自
然
法
と
の
類
似
が
強
い
。
ぞ
れ
，が
初
期
の
思
想
で
あ

V

て
、

一
六
六
六
年
に
知 

り
合
っ
：た
シ
ャ
フ
.

ツ
べ
.
リ
伯
が
彼
£

8

的
寛
容
を
と
き
、
4

由

ま

義

者

と

し

て

の

彼

の

；
成

長

を

う

な

が

し

；
：
た
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て
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お
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へ.
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.依

存

か

「

ら
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ぇ

ず
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「

政

府

：
ー
：

.

ー
論

」

.
を
中
心

A
J
.

し
'
た
.
政
治
思
想
は
、
.
.

「

ピ
.

，
ュ

ぺ

ゥ

リ

タ

ン

.
'革

命

の

.
杏
 

:

定
か
ら
は
^

ま
り
プ
ぎ
わ
办
て
慎
重
亡
砰
構
成
さ
拟
た
も
の
^ -

で
^

そ
の
社
会
的
階
級
的
基
礎
は
ぐ
^

利

子

馨

請

に

夂
0

て
み
れ
ば
、「

産
業
資
本
と
密
着 

.

'

し
た——

と
い
}

よ
り
は
未
分
離
の

——

近
代
的
地
主
層」

で
あ
り
、「

革
命
を
推
進
す
を
主
体
と
：な
っ
た
独
立
派
と
、
革
命
推
進
に
.は
消
極
的
で
あ
っ 

'た
が
革 

ナ
の
，成
果
を
.肯
定
し
こ
れ
を
う
け
レ
れ
て
い
っ
た
ジ
ヱ
ン

'>
リ
；層
ど
が
，
後
期
ス
.
.
1ア
ユ
ァ
.
丨

ト期
に
.
お
.
'け
る
旧
地
主
.の
再
没
落
と
農
民
罾
の
よ
り
一
そ
う
の
分 

解
を
背
景
と
し
て
、
融
合
し
て
い
っ
た
も
の
が
口
ツ
グ
の
立
場」

(

浜

林

正

夫-.
:
王

政

復

古

か

ら

名

誉

取

命

へ

1-
水
田
編「

イ
ギ
リ
ス
革
命」

ー
九
五
八
年
1
収)

と 

も
説

か

：
れ

て

い
る
。
.
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.

.

'

:

■

'

;

:
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S
)

，投
下
労
働
に
よ
る
所
有
権
は
、
周
知
：の
よ
う
に
腐
敗
せ
ず
利
用
し
得
る
限
度
、
耕
作
し
う
る
限
度
と
い
う
制
眼
が
つ
け
ら
れ
、
や
が
て
貨
幣
が
発
生
し
て 

;

無
限
に
そ
の
範
四
は
拡
大
さ
れ
る
こ
：と
と
な
：る
。

こ
れ
味
旧
特
権
階
級
の
不
生
售
的
な
浪
費
や
奢
侈
に
对
す
る
批
判
で
あ
.り
'
無
能
な
地
主
の
大
土
地
所
有
に 

対
す
る
批
判
で
あ
り
、

「

P
ッ
ク
の
見
解
は
、
封
建
社

:#
に
対
立
ず
る
ブ
ル
'ジ
.ョ
ァ
社
会
の
法
的
諸
表
象
_の
.古
典
的
実
現
で
あ
っ
た
の
で
、：
、_
_
し
か
も
彼
の 

.

哲
学
は
，
.
.そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
経
济
学
全
体
に
と
：り
，
そ

の

-.
切
：の
表
象
0
基
^
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部
訳
五
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五
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フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
資
. 

本
に
よ
る
富
の
名
積
、

ョ
I
マ
ン
：リ
ー
に
よ
る
急
速
な
土
地
の
囲
い
込
.み
を
理
論
、、つ
け
る
だ
げ
：.で
は
な
く
、
.
_

古
い
敗
産
秩
序
に
対
す
る
弁
護
を
用
意
し
、

r

最 

„
'後
に
ロ

>>
ク
は
、■'財
産
は
人
間
が
協
定
0'
上
で
削
.
.
0た
も
(0
,
で
あ
る
と
い
う
古
い
連
論
に
齡
っ
.て
行
っ
た
し
：(

R
. schlattre” 

Private 

property,.1951> 

3
.

,'
1
500
.
明
山
、
浜
田
訳
一
六
五
更)

.

「

ロ
ツ
ク
自
身
は
必
ず
し
も
い
わ
ゆ
る
ロ
ツ
ク
派
で
は
な
か
っ
た

|_
Q
sr
i1
*
'?
l-
>cn
2
,

,

前
掲
訳
一
五
九
炅)

と
い
う
こ
と
に
な
ろ 

■■
う
。
：急
進
的
な
主
張
は
こ
こ
で
.も
容
易
に
保
守
犰
立
場
に
転
化
ず
る

,°
''
:
ノ 

バ

'
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尻
主
主
義
に
つ
い
て
は
、

一

六
四
七
年
に
、

レ
ヴ
ヱ
ラ
ー
ズ
の
パ
ト
二
イ
の
討
論
会
に
お
い
て
、
史
上
始
め
て
、
自
然
権
、
生
得
権
に
も
と
づ
く
平
等
選 

,.
:

"举
権

0
原
則
が
採
用
さ
れ
た
し
、:.
.
-また
.『

；七
世
紀
に
お
い
：て
民
主
主
義
が
主
制
よ
:̂

い
る
：こ
と
を
：理
論
的
に
最
初
に
立
証
し
た
の
は
、
ベJ. Haring

丨

ナ
ダ
ム

•■ス
i

ス
と
エ
■ド
マ
ン
.ド
、
バ

I
ク
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..
で
^ .

る
。

ロ
ッ
ク
の
民
主

.

良
義
は
そ
の
財
產
論
と
と
も
に
ハ

.

1

ン
ト
ン
の
伝
統
の
中
に
あ
る
と
.い
わ
れ
て
い 

る
。

(

田
中
浩「

ホ
ッ
ブ
ズ
と
ハ

y

v

ト
ン」

.

水
田
洋
編
、

前
掲
書
所
収
、
参
照)

‘

た
だ
し
実
際
に
は
口
ッ
ク
は
民
衆
の
動
き
を
恐
れ
て
い
た
し
、
彼
の
教
育

. 

，
論
は

、

.

ジ
ヱ
ン
ト
リ
と
労
働
贫
段
に
別
々
の
教
育
を
提
案
す
る
な
ど
、
貴
族
的
な
色
彩
が
強
い
。
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ゲ：
抵抗権実際

^

_

.
襲
君
主
制
と
务
協
；じ
、
：_

私
.が
人
々
：の
皆
を
澎
寄
じ
^
^

べ
き
で
あ
り
，
⑵
侵
害
を
受
け
た
人
は
，抵
抗
し
な
く
て
も
法
に
よ
り
賠
偾
さ
れ
る
み
ち
が
あ
り

’

⑶
少
数
の
私
人
が
抵
抗
す
る
の
は
身
の
破
滅
で
あ
る

o
h

a
p

,

 

•:
.

:
x

v

nl
, 

§

 

2

0
$

2

0

9)
：
と
：̂
ぅ
が

.

た
ち
で
国
玉
喊
黎
歐
や
暴
カ
的
抵
抗
か

'

ら
免
れ
吃

&

る
：。

「

立
法
者
が

の
信
託
に
反
す
る
行
®

を
し
た
時
、
人
々
は
新
ら
し
い
立
法
部
に
よ
っ
て
新
た
に
安
全
を
は
か
る
権
、力
が
あ
る
,-
.
と
い
3

反
抗
権
は
、
ま
さ
に「

反
乱
に
対
す 

;

'

る
最
上
の
防
壁
で
あ
り
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
可
能
性
の
最
も
強
い
手
段
で
あ
る」

(
c
h
a
p
.

 

X
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X
.
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2
2

S

が
ゆ
え
に
推
賞
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
抵
抗
権
は
革 

:

命
権
で
は
な
く
、
壻
な
を
政
権
交
替
の
論
拠
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
_る
。
，

：
_
.

乂
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.
イ
ギ
リ
ス
の
急
進
主
義
は
、
名
贅
苹
命
体
制
を
光
栄
あ
る
自
山
の
伝
統
と
し
て
讃
，え
る
ゥ
ィ
ッ
グ
史
観(

た
と
え
ば
p

s

 

0
. 

p
g
i
e
s

そ
の 

'

他
多
数
>
、
淸
教
徒
苯
命
を
準
な
る
個
人
的
利
#

対
立
.か
^:
.の
反
乱
と
:1
>
か
# -

え̂

い
'トー

リ
ー
史
観
-

(

«:
:

ん
砍s

.
:
:
N
a
m
i
e
r
)
.

に
を
ま
た
げ
ら
札
、
.
レ
ヴH

ラ 

,
'丨
や
デ
ィ
ガ
ー
ズ
な
：ど
の
存
在
^

忘
却
し
て
、:
こ
の
よ
ぅ
な
変
本
の
エ
ネ
ル
ギ
I

を
口

ッ
ク
か
ら
汲
み
取
る
以
外
に
は
な
か
っ
.
た
：
こ
€>
-

よ
ぅ
な
事
情
が
、
イ 

.

ギ
リ
え
め
思
想
を
ゝ
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
あ
い
ま
.い
な
妥
協
的
な
性
格
に
す
る
こ
と
.と
な
っ
た
し
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
主
義
の
.不
幸
な
伝
統
も
、
こ
れ
と 

.

無
縁
で
は
な
か
ろ
ぅ
。
た
と
え
ば
、
同
じ
革
命
思
想
の
父
と
し
で
、
•
ロ
'ッ
ク
と
ル
ソ
ー
を
比
較
せ
よ
。
ま
た
、
人
権
の
雄
；礎
を
イ
ギ
リ
ス
人
古
来
の
権
利
た
る 

:
:

マ
グ
ナ
‘

ヵ
ル
タ
で
は
な
く
、/
自
然
法
に
求
如
^

レ
ヴ
^

ラ
：丨
，ズ
：
の
徹
底
的
な
人
民
主
権
論
：

:'
-
.
:反
封
：摩

，
反
資
本
主
義
：を
徹
底
し
て
共
康
主
義
を
実
践
し
た
デ 

>
:
:

ィ
ガ
ー
ズ
の
私
有
財
產
批
判
を
想
起
せ
^

イ
ギ
リ
ス
史
学
に
扭
け
る
彼
ら
め
評
価
は
ク
ル
ス
ー
な
ど
め
フ
ラ
^

ス
啓
蒙
思
想
に
鼓
吹
さ
れ
た
评
-
ゴ
ド
ゥ
ィ 

ン
の 

History 

of the C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

 of: England, 

from, 

its 
C
o
m
m
e
n
c
e
m
e
n
t
,
, to tlie 

Restauration 

of 

Charles 

tiie 

Second, 

1824—
1828. 

に
お
1>
.て
始
め
^

企
で
ら
れ
た
。.
田
村
秀
失
：：.

「

イ
ギ
ゾ
ス
牟
命
思
想
史
^:

昭
和
三
.
-
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韦
^
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气
ッ
ダ
に
お
げ
る«

家_

が
ゥ
内
因
説
、
：
外
因
説
と#
に
-'
個
人
の
'自
由
な
意
士
心̂

も.
と
づ
く
合
意
、
.
务
数
決
原
理
の
承
認
.な
ど
理
性
へ
の
大 

き
な
信
就
を
示
し
た
の
芯
対̂

ト
ユ
ー
ム
办
ぞ
れ
ば
、. ;
人
間.
の
感
情
を
重
視
し
た
感
覚
的
な
国
家
論
で
あ
る
。
%'
ち
ろ
ん.
ロ
ッ
：ク
：
と
：い
え
ど 

も
，
認
識
の
鉴
礎
を
感
覚
的
な
経
験
に
求
め
た
ィ
ギ
リ
ズ
経
験
論
の
代
表
者
で
あ
，り
、
理
性
的
認
識
を
絶
対
視
し
た
大
陸
め
：合
理
主
義
者
に
比
べ

れ
ば
ず
っ
と
功
利
主
義
的•.
感
情
的
な
要
素
が
：強
い
，
だ
：が
、
：

..
'そ
こ
^
お
け
る
ブ
/U
ジ
自
ア
ジ
I
ほ
ま
だ
耒
成
熟
で
あ
る
の
で
、
：
神 

学
へ
、.
理
性
的
人
間
観
がb
感
性
的
火
間
観
：へ？
^̂

.ス
'の
親
友
、

0-
ン

ヒ

.ュ
一
说
に
お
い
て
見
出
す
べ
き
で

..あ

ろ

う

,"

'

ヒ
ュ
1
ム
は
、
ぞ
の
最
初
の
：著

作
>
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H
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早
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も

理
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そ
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.
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の
も
の
に
対
す
る
.懷
疑
を
示
し
、
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a
m
u
e
r
o
J
i
r
k

や
i

f

 w
o

u
l

o
n

の
理
性
的
道
徳
論
に
反
対
し
て
、S

h
a
f
t
e
s
b
m
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H
u
t
c
h
e
s
o
n

.流

.に
道
徳
：の
基
礎
を
生
観
的
な
感
情
ゆ
求
め
.た

。
：：
：：
そ

し

て

'

正

義

ぼ

：
、

.：人
間
の
技
巧
的
な
、：無
自
覚
的
な
習
慣
- ^

の
と
り
き
め
、

:

.

.
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t
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が
ら
起
る
^
説
き
，
▲

な

0;
0

§
€

讀
ロ
士
破
る
と「

、
："
.こ
：れ
が
不
快
、
不
安
、
苦
痛
、.す
な
わ
ち
.悪
徳
と
な
り
、
.
快
楽
は
徳
と
な
る
と
い
う 

功
利
主
義
紀
主
張
1>
'た
：：'.

(

！

：目
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:
:
:
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:
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ぐ
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V

こ
の
よ
}

な
立
場
か
ら
、
ヒ
ュ
ー
ム
ば
g

^
^.
s
Y 

p
a
3-II, 

§'
7
,-.
:

に
お
い
て
、

O

S
 go

v
e
r
n
m
e
n
t

 

a
n
d

 

s
o
c
i
e
t
y

の
起
源
を
次
の
よ
う
に
説 

«

す
るv

す
な
れ
ち
、
..

人
間
は
ぎa

g
i
n
a
t
i
s

r .

よ
今
て
強
ぐ
支
.配
さ
れ
て
お
り
、
.身
遊
か
な
直
接
の
利
害
 ̂

芷
義
を
守
る
こ
と
に
よ 

っ
七
維
持
さ
れ
^

べ

ー

き

社

会

秩

序

を

乱

し

た

か

す

名

0

^

0:^
^
:
t
h
e
.
v
i
o
l
a
t
i
o
n
:、 o

f
.
e
q
u
i
t
y

が
し
ば
し
ば
生
ね
’

人

間

交

渉

が

不

確

実

に

：
^

て 

危

險

多

き-%
.の

と

：な

る

。

'
'そ
こ
で
正
義
'の
遵
法
.含

最

も

身

近

が

な

関

心

と

し

ぺ

：
そ

：：の

«

犯
を
最
も
遠
い
関
心
た
ら
し
め
：る
の
は
人
類
全
て
に
と
っ 

て
は
不
可
能
で
、I

的
f

数
I

く
て
は
I

ず
、.
そ
.れ
が
国
_

さ
ら
に
、
§
00
. O

f

cf
h
e sou
r
c
e 

of-allegiance 
.に
お
い
て
、
社
会
団
体
相
互
の
間
に
争
い
が
起
き
た
時
、g

o
v
e
r
n
m
e
n
t

が
な
け
れ
ば
内
乱
が 

起
る
た
め
：
権
力
を
.

_
つ
.指
揮
者
が
辑
わ
れ
ブ
*

れ
.が
.君
主
政
体
0'
«

源
だ
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
：こ
.：
の

統

治

権

；は
、
；

st
&

l
:
o
f
.
:
p
o
s
s
e
s
s
i
o
n
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its translation 
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と
い
う
基
本
法(

正
義
の
：法)

に
義
務
づ
け
ら
れ
、

人
々
は
行
政
官
へ
の 

服
従
を
契
約
す
る
。
だ
が
こ
れ
は
始
め
だ
け
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
や
が
て

oa.
g

p̂
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a
n
d
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u
t
h
o
r
i
t
y

 

i
n
d
e
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e
n
d
e
n
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 of all 

contract 

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
大
き
な
進
ん
だ
社
会
に
お
い
て
は
、
正
義
の
法
だ
け
で
は
足
り
ず
、
こ
れ
を
確
立
し
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
、
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ダ
ム
r
ス
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と
エ
ド
マ
ン
ド
，
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ク

(

ニ) 

..
 

： 

ニ

九

(
1
-
0

七
三)



統
治
者
の
支
配
が
•必
要
と
な
る
。
こ
の
場
合
統
治
権
は
契
約
に
先
立
つ
と
し
て
、
ヒH

1

ム
は
自
然
法
的
な
国
家
契
約
説
に
反
対
す
る
の
で
あ 

.
る
。
 

.

'

ま
た
国
家
の
起
撤
は
次
の
よ
う
な
外
因
説
か
ら
も
説
か
れ
る
。

「

碎
.力
に
.人
房
は
遠
く
.へ•
^
た
.っ
^

矛
益
よ
^

も
目
.

〗

HI
,
.の
^

、益
を
.選
び
と
■..る
性
向
を
.
.つ
ね
に
も
.っ
.■て
お
.
'り
'
■
.
遠
く
に
.あ
る
害
悪
.
へ
.の
懸
念
か 

ら
、
た
だ
'ち
に
享
受
し
う
る
利
益
.の
，誘
惑
に
抵
抗
す
る
.こ
と
は
、
人
間
^
と
，
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
弱
点
は
、
社 

会
の
初
期
に
は
つ
ね
に
，そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
所
有
物
や
生
活
上
の
快
楽
の
数
も
少
く
、
価
値
も
小
さ
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
に
は 

な
ら
な
い
^

…
…

そ
れ
ゆ
‘え
に
-^

私
は
广
政
府
^

ぶ
^

て
ば
入
間
は
^

え
な
い

の
で

あ
る
。

そ
う

し
て

、

私

は

政

府

の

最

初

の

原

形

は

、

同

一

社

会

の

内

部
の

人
々
の

爭
い

か
ら
.

で
は
な
く
、

興
る
社
会
に
属
す
る
人 

:
ゾ
々
相
1 :
-

の

争
. 1
>

か
：ち

生

扣

た
©

だ

ど

主

張

す

る

。

異

づ
; ^

社
会
：の
人
々
.

：の
間
^

争
い
，於
び
'
き
お
こ
；ず
^

は
，
.同

ー
社

会
の
内
部
に
争
い
を
ひ
き 

お

こ

す

に

必

製

と

す

る

よ

り

も

僅

か

な

富

で

足

り

る

で

あ

ろ
5:
。
，

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
統
治
権
に
服
货
す
る
の
は
何
故
か
。
漩
治
に
よ
っ
て
安
全
と
保
護
と
い
う
利
益
を
得
る
が
ゆ
え
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
忠 

誠
に
対
す
るn

a
t
u
r
a
l

 

o
b
l
i
g
a
t
i
o
n

で
あ
る(§

9.).。

た
だ
し
こ
れ
以
外
に
.m

o
r
a
l

 

o
b
l
i
g
a
t
i
o
n

が
あ
る
の
で
、
暴
君
の
压
制
が
わ
れ
わ
れ
の
利 

益
に
反
す
る
時
で
も

、

心
迪
的
惰
性
律
に
よ
っ
て
良
心
は
#

治
に
服
従
す
べ
.く
命
ず
：る
.と
い
う
。
こ
の
.よ
う
な
も
の
が
人
間
性
の
原
理
で
あ
り
、
，
. 

格
律
|

目

が
1

樹
|

れ
I

'

t

 

.、

.
■
ハ
'
'
.
'

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
彼
の
見
解
：の
中
か
ら
、
次'の
よ
：う
な
点
を
国
家
論
：に
関
連
し
て
指
摘
し
：得
よ
う
。
，第
--
*:
に
:'
統

治

者

を

生

み

出

す

理

由
 

と
し
：て
、
：
身
近
か
な
直
接
利
害
に'よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
人
間
の
太
性
か
，ら
説
明
す
る
内
因
説
と
、
外
部
社
会
と

.
の
争
い
と
い
.う
外
因
説
の
一
一
つ
を 

採
っ
て
ぃ
る
と
と
プ
こ
の
点
は
ロ
グ
ダ
と
似
弋
ぃ
て
も
、

.
，ロ^
グ
に
お
げ
る
ょ
り
も
性
悪
的
な
：人
間
を
想
定
し
、
#.
;

0
て
民
衆
^
対
す
る
統
治
権

の
優
I

認
め
る
と
I

I

.

第
f

固
的
と
す
る
こ
：と
と
な

り
：、

全

体

主

義

的

な

性

格

_を
強
め
る
«

そ
し
て
歡
ー
ー
£
'*

こ
れ
が
0

0

3邑
1
0
1
1に
よ
ク
て
支
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

. 

-
 

-
-
-
-
:

■

 

.

.

.

.

.

反
抗
権
な
ど
を
徹
底
的
に
西
宠
じ
て
、
'保

守

的

な

并

護

論

と

.な

る

こ

と
。

た
だ
し
、

.;

も

ち

ろ

ん

こ

れ

は

玫

府

.をつ
く
り
出
す
と
い

う

近

代̂

技

術

'
 

(

2)

.
 

'
 

.ノ
'
 

.

的
人
間
像
，に
始
ま
り
、：
服
従
に
よ
っV

政
府
か
ら
え
ら
.れ

る
利
益
セ

い

，
う功
利
主
義
の
'基
礎
を
■も
'っ
て

い

るの
で
、
_
同

じ

保

守

的

な
国
家
論
で
も 

王
権
神
授
説
な
ど
.
と

は

寶

そ

の

内

容

を

異

：に
：し
、..
/

極

め
.
て
近
代
的
：な
、，̂

^

い
：保
守
主
：義

と

い

う

べ

き

で

あ

ろ

う
。

.
-:

'•
.: 

•
 

...
 

.

.

?

,

t

.

r

 

.

.

.

、

,

.

.

.

. 

,

.

.

.

.

.
こ

の

よ

う

な

近

代

性

は

：、

'
前
著
第
三
卷
道
徳
論
を
改
作
し
、

ハ
.チ
.ス
：
ン

の

批

判

を

容

れ

て

-:

.
"徳

の

た

め'め

：あ

る

温

：
か

さ

V

.0
注
入
に
努
力
し

.

(

3

)

た

A
n

 

E
n
q
u
i
r
e

 

:
c
l
e
m
m
g

 

t
h
e

 

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

o'
l M

o
r
a
l
s
,

 

1
7
5
1
.

に
お
い
.
て
、
"
効
用
“

：の
重
視
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち 

n
u
m
a
n
i
t
y
,

 

b
e
n
e
v
o
l
e
n
c
e
,

 

f
r
i
e
n
d
s
h
i
p
,

 

p
u
b
l
i
Q
s
p
i
r
i
t
,

 

s
o
c
i
a
l

 

v
i
r
t
u
e
s

 

の

が

な

り

：
の

部

分

は

 

u
s
e
f
u
l
n
e
s
s

 

に
も
と
づ
き
、c

o
n
v
e
n
t
i
o
n

 

に
が 

和

っ

てut
i
l
i
t
y

が
強
調
さ
れ
、.

c
o
i
n
t
i
o
n

.
を
考
え
る
場
合
に
も
そ
れ
がp

u
b
l
i
c

v:u
t
m
t
y

 

.

S
 

そ 

U

て

；

P
o
l
i
t
i
c
a
l

 ̂D
i
s
c
p
u
r
i
,

 

1
7
5
2
,
:
:

に
一
：お

い

て

商

業

、

産

業

の

興

隆

を

は

が

り

、

.i :
:一
節
に
述
べ
た
よ
？
に
、
.'

ス
ミ
.ス
に
最
も
大
き
な
影
響
を 

与
え
る
こ
と
と
な
る
-

た
だ
し
こ
の
場
合
も
’
個
人
の
所
有
権
維
捋
は
必
ず
し
も
そ
の
目
的
で
は
な
く
こ
贫
共
の
利
益
増
進
の
手
段
と
し
そ
考
え

(

4

)

 

■ 

■ ■ 

: 

■ 

, 

r.,,

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意

す

：
ベ

き
.で
：あ
ろ
5
。
ニ
ス
.ミ
ズ
が
ヒ
.ュ
：
丨

：
ム
.の
思
想
を
引
き
'0
ぎ
な
沆
ら
-%

、
.
こ
：れ
に
批
判
を
加
え
た
点
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。：

''
,，.:
:.

 

■

_

■
1

• 

• 

• 

• 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
•ヒ
.ュ
ー
A

:;
c
o
.
.国.家
論
^

:

.ど
'の
よ
う
'な
立
場
に
^

い
:t
:

な
さ
れ
.た
の
.で

あ

ろ

う

か

。
，
い

わ

ゆ

る

.
r
o
y
a
l

 

m
e
r
c
a
n
t
i
l
i
s
m

を
お
し
進
め
た
.チ
.ュ.
丨
ド
ル
絶
対
生
義
玉
朝
が
、''
'
:初
期
独
占
に
反
対
す
^ ;

新
興
階
級
の
前
に
^

镀
し
：て
以
资
、
'■
'
;ブ
ル
：ジ
；.ョ
ァ
革
命
を
輯
ハ
と
っ
t

r 

.

.

.

.

.

. 

:

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

-

 

.

 

■

.

勢
力
は
、：

い
わ
ゆ
^

parliamentary 

3

1

1

1

.の
政
策
を
採
：っ
：
て
本
来
的
重
商
主
義
と
い
わ
れ
る
時
代
を
.形
成
し
た
。
.' だ

.が

こ

の

場

合

に
 

も
、：

古
い
地
主
貴
族
：の
政
策
は
ト
ー
リ
ー
免
に
ひ
き
つ
.が

れ

、

ぞ

れ

は

よ

り

進

：ん
だ

.か
だ
ち
と
な
っ
て
長
ぐ
経
済
政
策
の
底
流
を
：な
し
：て
い
る
の 

.で
：
.こ
の
ニ
.-つ
は
次
の
よ
う
に
対
比
さ
れ
る。

：

:

'■
'
-

:

:

 
•

./

T
o
r
y
——

r
o
y
a
l

 

m
e
r
c
a
n
t
i
l
i
s
m——

载
动
^

沪4

か
ー0
薛
^

0

,

 

r

il
a-
n

汝 I 
ン



rA
iH-
m
s
i
j
l
.
^
^
s
K
l
^

If
f
l
-
ff
i
-
^
.Hf
,

—

—
--

OQeneral.

cralance-‘.cf 

trade'-....- 

/

.W
h
i
g
-

-p
a
r
l
i
i
e
n
t
a
r
y

 

mercantilism

-m
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e

a
熵

混

<f
竦
淖

(y
r 

画
2-
陴
潴
蔑
豁

0
^
び
麵
璐
择
趟
0
摆
?

m
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e

 

o

却 
s

a
.
f̂
^
菊
麟
Hf
徽
-
—particular-balance of

そ

し

て

；
ゥ
ィ
ッ
：
グ

觉

系

め

重

商

主

義

者

が

、

: 4

旧

地

主

：な

ち
.び
1

刖

期

的

諸_
カ
0

斷
臉
_

外
を
か
^̂ 

參
知
咖
利
益』 

の
た
ち
ば
か
ら
、
そ
の
強
カ
的
な
法
あ
る
い
は
政
策
の
根
贩
づ
け
を
与
え
よ
う
と
し
1」

.
こ
.
と
か
ら
、
全
体
に
対
す
る
効
用
を
正
義
の
根
源
と
し

た
ヒ
ユ
ー
ム
が
重
商
主
義
者
の
代
表
の
中
に
数

え

ら

れ

、

一
一
つ

の
独
占
と
戦
っ
た
ス
ミ

ス

が
こ
れ
と
対
決
し
た
と
い
う
解
釈
が
し
ば
し
ば
行
わ

.(

6)

:. 

.
 

'
•

';
' 

.
 
,
 
.

■

.

.

.れ
た 
>

:■
•:
.
. 

. 

.

.

:

.

:

:

. 

, 

. 

- 

 ̂

 ̂

^
 

. 

 ̂

.

•

'-
U

:

そ
；れ
で
蜱
ヒ
ユ
'
丨
.ム
ば
ゥ
ィ
'
ッ
ズ
系
.の
重
商
主
義
者
で
.：あ

ヴ

、
；
な

、
：ス

:6

就
決
す
べ
き
相
手

’
.

.

.

.

.

. 

.

••
•
'
- 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

•
 

. 

•

発
展
の
原
動
力
：を
外
国
貿
易
に
求
め
、.；
全

体

，
の

利

益

.

a
j

服
従
を
説
い
て
、
ゥ
ィ
ッ
グ
体
制
に
一
致
し
て
い
る
.か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
がp

o
l
i
t
i
c
a
l

 

D
i
s
c
o
u
r
s
e
s
Y
l
?
^
.
,
:

の
原
始
契
約
論
に
明
^:

が
な
通
り
、：:
；

「

わ
が
国
民
を
.

1;1

分
し
て
い
る
あ
.の
.政
党」

；(

の

「

一-
方

は『

政

府』

ノ
の
.起

源

を

求

め

て 

『

神』

に
ま
：.で
：
ざ

ふ.の
.ぼ
り
、
そ
れ
に
：よ
っ
'
て
政
府
を
極
め
て
祌
聖
不
可
侵
の
も
の
に
し
よ
う
と
つ
と
め」

「

も
う
.

I::.

つQ
.

政
党
は
、
：政
府
の
崔
礎 

は

『

人

民』

へ
の
同
章
に
あ
：る

と

U

、
■/
■•そ
：れ

に

よ
.っ
て1

«

の

廪
始
契

約

ー

の

存

在

を

勝

手

^

 

の
.べ
\'「

わ

が

国

で

提

唱

さ

れ
 

’

た
純
理
論
的
な
政
治
理
論
、：
つ
ま
’り
ト
：I
リ

ー

党

の

宗

教

：

g

政

治

理

論

：
と
ゥ
ィ
ー
ッ
：
グ

觉

'の
哲
学
的
政
治
理
論
と
を
"
，両
方
と
も
反
駁
し
よ
う
と
つ

■
と
め
た」

.
' 
の
で
あ
る
。
第
.

I

一
節
に
お
い
：て
す
で
に
述
：
^

 

彼
は
そ
の
経
験
論
、.
.社
会
観
、
.自
由
貿
易
主
義
な
、ど
'に
お
い
て)

ス

、
、
ヽ
ス
に
カ

.

.

.

.

. 

、

.

.

.

•

.

.

.

. 

, •
.
.■.
.
.
 

..

き
な
影
響
を
与
え
、
重
商
主
義
か
ら
自
由
主
義
経
済
学
べ
の
過
渡
期
.を
代
表
し
た
。
..
そ
れ
は
経
済
思
想
に
お
：い
て
重
商
主
赣
の
枠
内
で
の
改
良
策 

で

あ

り

、
：
政

治

思

想

：に
お
；
い
、
て
、

全

体

の

利

益

：
の

名

の

も

と

：に
；国

家

：の

活

動

範

囲

.を
拡
大
し
フ
'重
商
主
義
的
統
制
を
基
礎
づ
け
た
よ
う
に
見
え
て 

も
广
な
お
そ
：の
内
容
に
：お
：い
て
ス
ミ
ス
に
接
続
1>
'

>

ブ
：
ル
：
ジ

ョ

ァ

的

な

成

熱

を

示

す

も

の

.で
あ
ら
た
ブ
従
ガ
て
-

保

守

时

な

形

式

に

も

：か
：：

か
b

 

ら
ず
そ
の
内
容
は
古
典
派
経
済
学
に
大
き
く
貢
献
す
石
と
と
も
に
、
そ
の
近
代
性
は
.ま
た
そ
の
後
め
国
家
論
の
形
成
に
役
立
つ
こ
i

と
な
っ
た
の

'
で
あ
る
。
'
,
.

,

'
,

' 

, 

、

V

.

.

:
 

.

■-

,
; 

. 

.

.••

•

-

.

■-
.

':>-.

■「

：-
.

.

■

-

-

 

,

…

(

1)

p

H
u
m
e
,

.
;>
. Treatise, o

f
.
w
u
m
a
n

 

N
a
t
u
r
e
.

 :being .an .attempt'to. ..introduce 

.the 

.experimental' 

m
e
t
h
o
d

 

of 

r
e
a
s
o
n
i
n
g

p -
s '_

r
a
l

 

s
u
b
j
e
c
F
1
7
4
o
,

 

eaited, 

w
i
t
h

 

an. 

:
■
.
-

.
2

)

：「

思
う
に
、
銃
治
政
権
が

|
:

『

考

案』

'〈

-§
-

|

>

ハ

せ

七

れ

た

も

め

で
あ
る
と
い
タ
こ
ふ
忟
ビ
オ
で

祀
し
尤
近
代
的
な
技
術
的
人
間
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る 

が
、
ヒ
ュ
1

ム

の

場

治

、
.-
.
:
.
か

か

る

逆

代

的

^

满
的
汰
間
の
主
体
的
行
動
称
系
の
^

_

の_

拓
が
間
題
で
あ
€

; ^

い
う
こ
と
で
あ
る
。
.J

^
h
a
n
i
k

を
ま
さ
に 

,

M
e
l
n
i
k

.
と
し
.て
構
想
し
設
定
す
る
悟
性
的
.地
平
を
自
己
解
体
せ
し
め
、、
か
が
各
自
己
解
体
ぢ
通
1:
;
.て
寬
。
.生
ボ
る
実
.証
科
学
：の
.地
平
を
、
此
代
#
民
社
会 

;
に
お
け
る
好
動
体
糸
の
ヤ
：ゴ
ス
を

"

酸

定
‘
'形

成

す

香

J

と
が
‘

"

£

:

丨
ん
哲
学
め
疎
題
で
：あ
：マ
た
.と
：考
え
得 

丨
夺
は

；

.

『

理
性
，

r

を
抑
え 

て
自# ,
的
感
情
に
途
: ^

少

ら

い

た

が
:'
ま

さ

にこ
の
手
続
き
を
通
じ
^

『

理
性』

(
r
j
n
)
v
.

は
.み
ず
か
ら
.を
，'『

悟
性j. 

(
v
e
r
s
t
a
n
d
)

と
し
，て
限
定
す
る
：の
-e

あ 

•

.る
。
.

か
か
.る
自
己
限
定
.を
通
じ
て『

理
性』

(
l
:
i
n
)

は
み
ず
か
ら
を
、
よ
0.
高
次
の『

_
性』

I
v

e
r

n
u

n
f

t
l

と
し
て
自
己
を
確
立
す
る
途
.を
.拓
い
：た 

;

も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。，
そ
、れ
は
K

ィ
ッ
：観
念
論
に
私
い
て

示
さ
れ
た
ご
>:

ぎ
"
\理
想
主
義
形
丽
^

学
へ
の
途：^
|1
'
'拓
1;

た
ど
い
5;
,
:の
み
.で
な
：ぐ
、
実
は
. 

こ
の

と
と
を
も
含
め
.て
*>
,実

藏

. #

学
^

し
.て
-0

社
会
科
学
の
成
立
に
.途
を
拓
い
‘た
' %

の
：̂

い
う
パ
き
^

あ
力
。
_

然
的
感
f

の
生
体

的
現
実
性
に
立
脚
す
る
.ヒ 

_
丨
ム
の
；『

人
間
本
性
の
学』

I

日
i
J
.
.
PB:

l̂

す
I

は
、
ま
こ
と
に
実
記
科
学
と
し
て
の

社
会
科
学
成
：立
の
地
平
開
拓
の
事
業
で
あ
り
、
そ
う
し
て
ま 

た
、
か
か
る
1

会
科
学
に
の
っ
と
っ
.て
范
動
す
る
近
代
的
市
民
社
会
の
：成
員
の
論
理
体
系
.の
挙
示
で
あ
.っ：た
と
い
う
：こ
と
が
で
き
る
で
あ
^
3
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和
ー
.面
年
、
'
一
六 
一
一

ー

一
一
一®

，

ま
さ
に
こ
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ゆ
え
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ヒ
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の
保
守
主
義
：味
ァ
ダ
ム
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.？
ス
ス
と
結
び
つ
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、
近
代
思
想

お
よ
び
社 

会
.科
学
に
大
き
べ
貢
献
す

る

こ

と

と

，な

る

。
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u
t
i
l
i
t
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義
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唯
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あ
り
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こ
の
徳
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益
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結
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つ
い
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の
反
省
が
、
そ
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価
値
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唯
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基
礎
で
あ
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ュ
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財
産
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は
、
投
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労
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菡
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づ
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経
験
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。
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避
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；
？

 

i
d
e
a
s

と
い
う
功
利
主 

.
義
の
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れ
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。
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を
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づ
け
ょ
う
と
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、
国
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主
義
の
論
理
だ
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が
そ
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国
家
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支
え
て
い
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、

ロ
ッ
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に
お
け
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労
働
所
有
権
説
、

社
会
契
約
説
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反 
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_擀
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新
諷
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革
#:
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思
想
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固
^

な
い
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似
石
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ヴ
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-
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地
主
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尜
仕
す
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观
論
家
だ
つ
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前
掲
書

四
一
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と
ま
こ
と
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き
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あ
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ュ

ー
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ぎ
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？
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史
の
生
産
し
た
偉
大
な
客
体
的
力
へ
め
帰
依
に
ょ
つ
て
の
.み
"
.
一：
嘛
の
苦
や
束
の
間
の
快
か
ら
己
れ
を
解
放
し
う
る
。
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史
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を

書

い

た
1

八
世
紀
は
、
進

歩

と

合

理

主

義
' 0

時
代
で

あ
る
と
同

時
に

、

生

の

絶

律

が

過

去

め

伴

奏

に

ょ

つ

て

制

約

さ

れ

る

こ

と

を

意

識

し

始

め

た

時

代

で

あ

つ

た

。.

変

革

の

時

代

に

お

い

て

、
抽
象
的

な
理
性
の
旗
を
ふ
り
か
ざ
し
て
進
ん
だ
：啓

蒙

主

義

者

た

ち

も

、
過
去
を
全
く
捨

て

去

る

こ

と

は

出

来

な

：か
っ
た
‘。
だ

が

人

々

が

過

去

の

音

色

に

耳

を
傾
け
た
時
、.
そ
•の
態
度
に
は
、
歴
史
的
伝
統
を
権
力
：の
正
統
的
根
拠
と
し
た
パ
ー
ク
と
、
麼
史
を
圧
.制
±
#
虐
の
速
続
と
見
た
ぺ
イ
ン
、
あ
る
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て
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.い
は「

人
類
の
歴
史
は
ほ
と
ん
ど
犯
罪
の
歴
史
で
あ
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.
と
書
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：た
ゴ
ド
ゥ
イ
ン
の
：間
に
は
、;
越
え
.が
た
い
溝
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
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史
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け
る
こ
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の
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ろ
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お
.け
る
支
配
層
の
イ
デ
：オ
口 
•ギ
1

と
、
そ
れ
.と
最
も
鋭
く
対
立
し
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小
市
民
的
急
進
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義
の
菪
を
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す
も
の
で
あ
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古
ぎ
伝
統
の
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両
極
の
間
に
は
、
産
業
革
命
の
過
程
に
お
い
て
経
済
的
な
I

権

議

得
I

達
が
い
る
。.
彼
ら
の
上
層
は
名
誉
革
命
の
伝
統
の
.ま
ま
.に
地
主
貴
族
と
融
合
を
続
け
>
:
下
層
.は
小
市
民
的
急
進
主
義
ど
：気
脈
を
通
じ
彳
そ
し
て
そ
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流
は
、
経
済
的
優
位
が
決
定
的
ど
な
る
や
？
政
治
的
に
は
ぺ
ン
.サ
ム
を
中
心
と
し
て
哲
学
的
急
羅
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形

成

し

、
、

-
経

済

的
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、
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=
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力
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ゥ
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ふ
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ァ
ヤ
八
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だ
^
ミ

ス
的
な
調
和
観
.の
中
で
同
床
異
夢
.
0
揺
歡
時
代
に
あ
づ
；た
と
す
れ

ば

，
：，
，
ス

ミ

M

に
お
け
^
歴
史
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.
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，の虐
遍
年
つ
言

^

ぎ

に

劇

的

.
な

場

面

が

展

開

さ

れ

る

:0

と
A

r

v^ ^
p

ィ
ギ
リ
ぺ
ス
に
叙
げ
る
政 

':
:
-
.さ

れ

、;-
;

責
准
内
閣
制
ほ
主

)

の
無
能
_

:

ギ
っ(

で

出

現

：
し

、
，
赢

免

の

へ

堕

_

は

再

：
び
；
^

覚
醒
を
ぅ
な
，が
す
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
民
衆
の
運
動
が
政
治
の
前
面
に
登
場
し
た
.0

六
八
年
は
、
小
市
民
的
急
進
主
義
の
最
初
め
文
献
と
い
わ 

.
れ
る J.  P

r
i
e
s
t
l
e
y
;
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s
s
a
y
s

 o
n

 t
h
e

 

S
r
s
t

 P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 o
f

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,

 

a
n
d

 

o
n

 

t
h
e

 

N
a
t
u
r
e

 o
f

 

O

S

.
 

a
n
d

 

E
o'
l
s
o
u
s 

L
i
b
e
r
t
v

 

か

出

版

さ

れ

、
：
；
翌

年

に

は

組

«

的
急
進
主
義
運
動
の
発
端
^

し
て
：：«
.
0ヽ

^
 

o
f

 .
s
u
p
p
o
r
t
e
r
s
,

 

o
f
: t
h
e
.

 

B
i
u
.
o
i

a

^

t

s，が
結
成 

さ
れ
た
.。
こ
.
;5
;し
.て
ス
ミ
ス
.が
；「
諸
国
民
の
富」

.

の
執
筆
を
始
.め
録
時
期
は
、
.ま
^ .

に
ゥ
ィ
ル
ク
ス
事
件
を
中
心
と
す
る
急
進
的
：な
政
治
改
革
運 

動
の
渦
中
に
'あ
り
，
：：.そ
©
:出
版
'
:の
年
は
-'
.
.ア
.
メ
；リ
ヵ
.独
立
宣
言
の
#

,
で
あ
を
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
て
の
：-
<

£選
举
権
-

腐
敗
選
举
区
の
廃
止
、
人 

!:
)

増

加

地

区

の

議

員

数

増

加

な

ど

を

内

容

：と

^

る
；
ゥ̂

ル
.ク
：：ス

)

の

議

会

改

策
_

の

年

で

あ1>
:

--
'
.银

年

讓

会

開
^

支
給
、
秘
密
投
票
-:
'

|

人
l

_

^

^: M
*

u
fe
'
J
'
o
a
r
t
w
r
i
g
h
t
.
;
:
.
.
T
a
k
e

ペ7
0目
：©

0策

：の
'年

：で

あ

り

、
：

-
,
.ま
た
抵
抗
権
、:;
-
.一
直
接
民
主
制
、
：
議

会

：万

能 

論
の
否
定
に
ま
で
進
ん
だ
为
'P

r
i
c
e

 ;
o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s

o:n
 

0̂ 

o
f

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
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a
n
d

 

t
h
e

 

J
u
s
t
i
c
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n
d

 

i
c
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真
 

t
h
e
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i

r
 

w
i
t
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A
^
e
3.
c
a て
へ
の
年
で
あ
ぶ
，

B
e
n
.

 

t
h

l
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F
r
a
g
m
e
n
t

 g
.
G
o
y
e
m
n
^
n
t

の
年
で
あ
り
、：：そ
し
て
何
ょ
り
も
マ
愚
劣
&

世
襲
主
制
に
痛
擊
を
浴
び
せ
た
^

^

曼

；C
o
m
m
o
n

 S
e
n
s
e

 

'の
：年
.で
：あ
っ
たv

そ
し
て
そ
の
の
：ち
も
、
..
-,
ア
乂
：リ
か
.革
命
の
0 ;

響
。
大
陸
か
ら
の
戦
闘
的
.な
_

然
.権
思
想
め
^
^

.業
ブ

ル

；
ジ

_
ョ.

ア

ジ
- 1

の
輿
隆
な
ど
に
ょ
2

 

'
急

進

主

義

運

動

ほ

- -

層

盛

"ん

：：

と

な

る0 
:
:
が

く:1<
て
、
ス

ミ

ス

；
が
道
徳
哲
学
:'

法
学
、：
経
済
学
に
と
り 

く

ん

だ

前

後

は

ノ

対

米

：戦

争

、
ベ
ィ
ン
：
ド

経

営

な

ど

.の

政

策

を

め

ぐ
.っ
，
て

激

論

が

交

お

さ

れ

た

ば

か

り

_で
な
く
、
：.議
会
改
革
、
財
政
改
革
な
ど
に
お 

い
て
も
、
国
家
の
被
割
や
民
主
.主
義
な
^

に
つ
い
て
、
攻
防
の
渦
ま
く
激
動
め
時
代
で
あ
づ
ち
そ
れ
ば
ま
さ
に
、
：海
外
植
民
帝
国
•

重
商
主
義
：
 

国
家
体
制
の
危
機
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
ゎ
し
ぃ
。
そ
れ
で
は
ス
ミ
ス
は
.、
こ
れ
ら
.
の
連
動
を
背
景
.と
-1
.
て
、：
.ど
.の
よ
う
..な
国
家
論
を
述
べ
：た
で
あ
ろ
う

.

工
，
ンy 

ル

ス

：
に
'よ

れ-ば
''
.,
:

 

-,
 

./

ノ「

財
産
の
支
配
は
、
，
必
然
的
に
、'

I

第
一
論
家
I

の
f

先
S

け
、)

t

 

'
と
も
、
■と
い
.う
.の

.ft

財
産
は
国
家
を
欠
き
え
な
.い
：
の
：で

あ

る

か

ら

？

こ
：
れ

を

空

洞

：
に

く

^
:ぬ

か

ね

ば

な

：ら

ぬ

。

ア
ダ
：

<

:

:ス
.乏
'
,ス
は
-
七
七
六 

年
、
そ
の
：

『

諸
国
民
龙
の
富
の
性
質
及
び
原
因
に
関
す
る
研
究』

を
出
版
&

-.
も
0
^'

财
政
#

^

*
設

す

る

こ

：
と

に

|

、
•
産

業

革

命

と

曝

を

同 

ン

.
じ
う
し
て
:-

の
中
身
0

く
.り
抜
き
を
始
あ
た
ン
.：
そ

れ

ま

で

：
の

痕

学

は

；す
べ
：
て
、

.'

.
'
.も
ろ
ば
ら
国
家
的
な
も
め
で
あ
づ
た
。
国
家
経
済
は
_

家
制
. 

度

全

体

の

：た
：
ん

な

る

：
ー
瓿
門

^

み

な

さ

れ

.
H

お

り

べ

国

家

：そ

の

も

の

に

従

属

さ

#

ら

れ

て

い

た

ず

ァ

ダ

ム

ネ

自
的
に
従
属
さ
せ
、
.国
家
経
済
を
国
家
.の
本
質
和
ょ
び
目
的
に
高
め
た
。：.
彼
：は
、：
政
洽
や
、
.政
党
や
、>:宗
教
や
、
あ
ら
ゆ
る
本
の
を
経
済
的
力 

.

■テ

ゴ

リ

：
丨

に

還

元

：し

、

.
そ
う
す
る
と
と
で
、：
所
有
を
镯
家
：の
；：本
' «

と
認
あ
-'

他
方
で
は
、
グ
イ
リ
ァ
：ム
，：ゴ 

，
ド

ゥ

イ

シ

：

(『

政
^
的
正
義』

-

七̂

ー
華

)

，
が{'
:共
和
制
办
政
治
麗
を
拫
拠
づ
け
;;
'
'
.ま
た
.
^
,
务 

リ
れ
は
'-
'

公
益
は
最
高
の
法
な
り
.

.

|

1

|

|

,

^

^

^

^

.■ 

I

を
う
ち
た
.て
：、
国

家

，は

害

掘

な

り

、

と

6
,
う

そ

：の

命

題

に

よ

'
つ
て
、

国

家

办

本

質

そ

の
：：

も

の

：
に

攻

擊

を

加

え

た

.。
ゴ
ド
ゥ
イ
ン
は
、
ま
だ

■ 

. 

: 

.

.

:■
■

功
利
の
原
理
を
全
.メ
ー
.

&
的
^

解
^

て
お
り(

，こ
れ
.は
市
民
が
個
入
的
利
益
：を
孽
み
ず
に
も
0

ぱ
ら
公
益
の
た
め
に
生
き
る
義
務
：で
：あ
る
：と
み

(
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.
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上
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て
は
、
‘
；ス
ミ
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ゴ
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ゥ
イ
シ
も
国
家|-.
攻
撃.
を
加
え
、
、
ス
：ミ.ス
は.
こ
，れ
を
経
済
的
ヵ
テ
考
リ
ー
に
.
還
元
し
、へ
ゴ
ド
.：ゥ

イ
>
は
.国

家

の

本

質

そ

：
の

も

：
の

を

否

定

；
し

於

^

と
が
端
的
.に
：
語

ち

れ

て

い

.る
せ
そ
3
^

ゴ
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め
た
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に
、
ス
ミ
ス
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お
い
ズ
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国
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^
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に
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^
^
よ
->0
.
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い
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考
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傾
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；
た':
0

:
’七

商

办:|
:五

雜
^

，
公
’
.
'
/
.
.
,
:
.
:

ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
と
エ
ド
.マ
シ
ド
♦
パー

ク

(

ニ) 

- 

:

1ー1七

(

1
〇
八
ー
.>

.



な

I

他

の

ー

切

の

も

9

は
- '

こ

と

が

ら

の

自

然

の

な

り

ゆ

き

n
a

t
u

r
a

l

 

c
o

u
r

s
e

 

o
f

.
t

h
i

n
g

s

に
ょ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

U

の
自
然
の
な
り 

ゆ

き

を

妨

げ

た

り

、
，
こ
れ

を
強
い

て

他

の

遍

路

に

お

し

や
.
.っ
た
り
、

ま
>

は

：
社

会

の

讀

歩

金

.
あ

.
る

特

定

ぬ

点

に

^

よ
め
.ょ
う
土
す
る
一
切
の
政 

治

は
'

不

自

然

な

も

の

で

あ

っ

て

、.

自

分

自

身
^

. «

游

才

る

た

め
^

^

と

い

う

も

の

で

あ

っ

た

と

す

益

、

H

ン
ゲ
ル
ス
：の
.
い

う

「

国

家
の
x

l

f

ば

向
は
彼
が
ル
.ソ
I

の
共
和
主
義
的
精
神
.に
共
感
の
意
を
！̂

§

と

匕

ょ

つ

：て

抵

車

を

：
が

け

ら

：れ

て

い

る

'。

す

な

わ

ち

一

七

5 1

六
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0
f

:
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h
e
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g

i
n

b
^

f
w

^
^
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ッ
パ
一
般
、
特
に
フ
ラ
ン
x

fc

:ま
で
歡
げ
る
こ 

と
.を
提
唱
し
，
ア
ン
ク
マ
ロ
べ
デ
^

ス
.ト
の
う
ち
特
に
著
名
.な

も

の

：と
し
：
て
：

.，

「

ダ

ラv

:.
^

デ

ィ
ド
ロ

ー

无

、
；
ド
才
J

:パン
ト

ン
氏
、

ジ 

ュネ丨ブめル

'ソ
丨
ー
氏
、
.:
.
べ

ー

ル

リ

で

 

ル

ソ

丨

の

：

「

人

間

不

平

慧

源

論

」

，
：
に
つ 

い

て

、「

放

恣

な

、
マ
ン
デ
ヴ
ィ

ル
氏
カ
原
理
.や
観
念
ガ
プ
ラ
ト
1

;0

持
つ
す
^ -

て
の
純
粋
性
と
崇
高
性
と
を
帯
び
ズ
ル
ソ
ー
氏
.の
う
ち
.に
見
出
さ 

れ

る
.
'さ
ら
に
茗
：プ
'ラ
ト
ー
ょ
：り
も
や
や
狎
1

進
め
た
共
和 

，
と

述

：ベ

て

、
：
長

く

そ

の

文

章

を 

引

用

し

：て

住

厚

べ

.き

ゆ.え

ん.：を
述
べ.て

い

名

の

セ
f

。
、”
ぞ 

〃
平

不

と

低
V

租

税

と

あ

る

程

度

の

正

義
"

以
夕
.

の

機

能

を
- |
¥

め

ず

フ

ル

ジ

，
ョ

ァ

食

進

^ -

義

的

な

c
h

e
a

p
.

g
o

Y
e

m
m

e
n

t
,

.

"

夜

警

！

！
家
"

S

考
え
を 

持
っ
て
い
た
と
い
，克
ょ
.
う
。：.

こ
れ
は
、
：被

年

「

諸

国

民

の

霞』

；
第

因

篇

第

九

章
.
に
5

 

' 

.

'へ

‘
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.

「

自
然

的
自
由
主
義

の
体
系

に
：ょ
れ
ば
、
';元
首
が
心
I

う

べ
き
■

は

俸

か

に
i

 

誰

に

で

も
わ

か
る

平
明

で
.理

解

し

や

す

い

も

の.で
あ
る
。
す

な

わ

ち

、
第
一
：
，
社

会

を
他
の

独
立
.

の
社

含

暴

行
.
と
侵

略
か
ら
防
ぐ
義
務
、
第 

1

ー、
：
社
#

の
各
成
員
を
そ
.
の

社

会
の

他
の
成
員
の
不
正
主
た
は
圧
迫
：に
対
し
て
、

で
.
ぎ

る

限

り

保

護

す

る

義

務

、

い
い
換
え
れ
ば
、

裁
判
の
安 

.

.
正

な

執

行

直

立

す

る

義

務

、
第

三

、

そ
れ
を
建
設
し
維
持
す
る
.こ

と

が

き

個

人

ま

た

は

少

数

の

個

人

の

利

益

と

な

ら

な

い

よ

う

な

あ

る

種

の
公
共
的
土
木
事
業
、

ま
た
は
公

共
的
施

設

——

け
だ
し
こ
の
よ
う
な
施
設
の
.

利

潤

は

、

し
ば
し
.
ば

，
社

会

全

体

に

と

っ

て

は

.そ
の
経
費
を
償 

っ
て
な
お
大
い
に
あ
ま
り
が
あ
る
も
の
で
あ
.

っ

て
も

、

あ

る

個

人

ま

た

は

少

数

の

個

人

に

対

し

て

は

そ

の

経

費

を
f t

う
こ
と
：が
で
き
な
い
か
ら

. 
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；
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い
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経

済
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ざ
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し
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る
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徳

情
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お
い
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て
は
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の
.

よ

う

な

調
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て
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合
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な
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ノ

保

守
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な
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「

君
注
は
入
民
办
卞
僕
で
あ
り
、，.公
衆
.の
便
宜
が
要
求
す
る
ま
^

に
服
従
さ
れ
、
反
抗
さ
れ
、.：
.廃

位

：さ
：
れ

、
ン
罰

.せ
、ら
石
べ
：
き

も

の

：だ

と

す

る 

こ
と
は
、)

理
.性
と
哲
学
の
教
義
で
は
あ
石
が
：、
し
か
し
そ
れ
は
自
然
0

教
義
で
：は
な
.い
"：

自
然
は
君
主
の
た
：め
に
：君
主
に
服
従
し
、.
君
主
の
崇 

高
.介
る
地
位
の
前
に
お
の
の
き
ひ
.れ
伏
じ
、
I

の
微
笑
を
.も
'
っ
で
犬
馬
の
労
に
が
ず
る
七
分
ゐ
&
恭
貫
と
考
え
ノ 
'た
と
え
そ
れ
以
上
に
罰
を 

受

け

：る

こ

と

が

な

く

と

も

'

君
主
の
不
興
を
怖
れ
る
.こ
と
.あ
た
か
も
喪
家
の
犬
の
如
く
に
す
る
こ
と
を
、.
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
だ
ろ
う
。J 

^

の
合
理
主
義
的
な
考
え
方
に
比
^

て
、
こ
れ
は
|

た
何
と
非
合
理
&

考

え

、
で

あ

ろ

う

：か

-0
.
:前
者
が
経
済
制
度
の
自
律
性
に
全
商
的
^
 

を
寄
せ
ノ
国
家
の
任
務
を
も
ブ
ハ
ル
ジ
ョ
ァ
的
ヵ
テ
ゴ
リ
一
に
還
元
し
てP

ま
.
っ
た
’

Q
.

に
妹
し
て
、
後
者
は
明
ら
か
に
ロ
ッ
ク
の
理
性
を
非
難
し
'

こ
れ

.よ

，り

さ

：
ら

に

_

し

て

古

い

伝

統

を

自

然

に

«

ー

兀

し

て

重

商

主

義

の

批

判

も

忘

れ

た

か

の

如

く

で

あ

る

。

そ

れ

：
は

む

1 >
.
ろ

：
バ

ー

ク
0

理
論
を 

想
起
さ
.

せ
る
。

こ

の
よ
う
に
忠
実
な
る
陛
$

の
：ア

ダ

ム

•
ス
ミ
ス
が
出
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、

あ
る
い
は
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ぬ
ハ
ノ
ー 

ヴ
7

主

朝

の

体

制

に

休

ん
-:
-

1

:た
た
：め
.

で

あ
る
と
い
^

る
か
も
し
れ
な
い
。

だ

が

ス
コ

ッ

ト
ラ

ン
ド
は
元
来
反
王
朝
的
空
気
の
強
い
と
こ
ろ
で
あ
.る 

し

，
へ
ジ(

ョ.

丨
^

ニ
世
の
親
政
後
、
.

ケ

ィ

^

^

ネ

參

件

之

急

進

主

義

運

動

の

減

中

に

和

い

て

は

り

共

和

制

や

民

主

主

義

を

危

険

視

し

、

+
:
!

い

君

主

制

に

頼

ろ

う

と

す

る

ス

ミ

ス

の

姿

を

時

と

し

て

見

い

だ

ず

の

で

あ

る

。

こ
の
よ
う
な
矛
盾 

を
、
‘

わ
れ
t

癸

i

の
M

l

の
体
系
の
中
.

I

の
よ
う
I

解

す

ベ
|

ろ
う
か
。
、
 

I

)

■

.'

ァ
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
と
モ
ド
^

.

ン
ド
•

-

丨

ク(
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三
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(

1)
.
グ
ラー

.

.ス
ゴ
ゥ
大
学
の
'スV 、、.

ス
、

ミ
ラ
I
、
.
.
.
干
デ
ィ
ン
：バ
ラ
大
学
め
プ
ァ
I
ガ
ス
.ン
、

ロ
バ
ー
ト
ス
'ン
、
そ
の
他
ヒ
ュ
ー
ム
.、
ケ
イ
ム
ズ
、
ダ
.ン
ベ
ー
、

プ
..：A
:r
'
.
.
.
.
:
.

ス
：テ
.ュ
.ァ

-:
-
1ト
.，
.
.
.
モ
シ
パ
ド
ゥ
な

^
を
.、
ス
，.コ
ッ

>
ラ
.ン
ド
歴
史
学
派
'と
称
す
.る
。
.
歴
史
主
義
...：

(Historismusr Mstori

'g-m'y 

.と
、>
う

言

葉

,1
.、..，.
.用
.
 

い
る
人
に
よ
っ
て
極
め
て
多
義
で
あ
っ
て
、
w

•の
よ
う
に
、
.人
間
お
よ
び
そ
の
文
化
価
値
に
つ
い
て
の
思
考
の
根
本
的
^
歴
史
化
と
い
5
よ
.う
に 

極
め
て
広
い
意
味
に
解
し
た
り(Der Historismus.und sefne ■ problie, 

1922)
、

-マ.
V

ハ
ィ
ろ
の
よ
う
に
へ
て
そ
の
支
注
^-
し
て
皆
斷
思
盥
む
销
沐
思
想
の

 ̂

極
を
考
■え
、
■ま
た
'0. 

H
intze 

■の
よ
う
に

,-
16
心
を
.&4
穿

0:
1
1
8
1
1
3

,,か
ら

穿

5
0
1<1
1
1
苌

.に
'#
さ
ね
ば
、な
ら
ぬ
上
い
；'う
考
え
：も
あ
|>
.。
.
 T

h
e

 

poverty 

.of Histo

2.c
i
s

;#'1957. \
を
書
い
た

K
*
R
. po

p
p
e
r

の
：場
合
に
は
、
歴
史
の
必
然
的
な
方
向
を
予
見
し
.よ
う
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
、
へ
ー
ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
な 

:

ど
の
：歴

学

：を
指
.し
て
い
る
-
;う̂
で
’
こ
れ
に
っ
1い
で

ぱ
- #

山

©
郎
、「『

歴

-
&
{主
義
，

©
意
味
の

«
刮」

：(

£ .

学」

s

1s;
l一•

！
！

号)

参
照
。
' 神
山
氏

の
”

■•
わ
れ
る
.よ
.う

柃：：：

一

缺

的

に.は
歴
史
的
、

的
^
実
.の
、尊

重”
体
系
的

.'
竣

'
1
_、：抽
象
的
猓
解
の
#
定
、
.懐
疑
主
義
、
-神
秘
主
義
:'
相
对
主
義
、
へ
伝
統
主. 

•^
民
族
主
義
、
；ロ
マ
.ン
.主
義
な
^
の
内
容
^
含

み(

w
. Heussilae. Klisis.des Historism

-g,' 1932. 

H
'Me

y
e
r
h
o
f
s 

The 

phillphyv.of; 

History 

in

:
J
--
-
H
l
r
1
9
5
9
.
, 

A 

ど
参
照)

、
:I 
七

•'八
世
紀
ィ

: ¥
リ 

3
 

#

<

多̂
い
。
従
'づ
て
こ
れ
は
自
然
法
の
合
理
的
改
革
論
に
対
し
て
參
く
保
守
抓
で
あ
っ
で
、
バ

I
ク
は
ま
さ
，に
か
か
る
立
場
.の
，化
贫
乾
で
知
る
。
^ ;
於
、."自 

.:

然
と
•い
い
M
5^
と
.い

•?
て
^
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
^
で
；あ
っ
て
•>
過
去
の
,

的
検
討
か
ら
.未
来
像
が
発
足
さ
れ
水
ば
、
歴
史
は
進
歩
.：の
立
場
に
転
化
し
、自
然 

\
法
は
鹰
史
を
そ
.の
中
に
採
り
い
：九
る
:̂
と
2
な
^

:
ス
：
，
コ

；
ッ

^

;■た
併
と
し
て
'
.
.ス.
.ミ
ス
研
究
の
，.た
め
に
'-
%
、.
.ま
た
唯
物
史
観
研
^-
の
，た
.め
に
も
注
目
す
ベ
.き
で
■あ
ろ
■う
_マ
ス

n
グ
ト
ラ
：シ
ド
：で
特
に
こ
の
よ
5.
な
_歴
史
家
が
苹 

:也
し
-た
理
由
ど
じ
:̂
.比
、
::
.産
業
多
命
の
進
展
、)

貿
易
の
発
展
に
よ
各
梅
外
知
*:
©
'吸
収

、,:
'
:
^

は

、
：
.
.
^
^
接

 oar
px&psrty: alKi'

s
o
c
i
.
's
-
y
,
:
:

 
T
h
6
wc;o
兹 sh 
へ

Histo^ 
sc.hool. of .'the iEi.

oqhteellth.̂
nturyv. 

(
T
h
e
v
M
a
e
3

£>uarteI*lyv. VOL: 

I, 

No. 

2
)

1
9
300
. H

e
r
d
e
r

 a
n
d

 

the 

0̂ 

f
 

1939. 

W
.
C
.

 

L
e
h
m
a
n
n
;

 

A
d
a
m

 F
e
r
g
u
s
o
n

 a
n
d

 

the Beginings 

of M
o
d
e
r
n

 

Sociology, 
1930

. 

John 

Millar of G
k
s
g
o
w
,

 

1960. 

D. 

Forbes; 

T
h
e

 

Liberal 

.

.

..Ail^icsn

S

6
2
.

a
.
H
l
s
t

.o'ry.::.1952. 

1
1
.
.
.

'^
6
6
5
. 

scot-tish,contribQtlon 

to.'M8.2rxist ..sociol.o

CKl
^

. 

.(i

0-...jDenlocra.cy..

5»'lid.tH8.

e?
e>bouir 

Mo'
v
6B;
6
n
r 

E

袋

y
sB'
-.
w
o
n
o
m
r

'.
o
f
 D

o
n
a 

T
l 

a
, 

by 

J. 

Saville,. 1954)
，
：

山

崎

怜「一
八

世

紀

X

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
家
た
ち
一
-忘
が
ら
れ
た
歴
史
主
義
.

_
」 

㈠
⑵

「

香
川
大
学
経
済
論
叢」

三〕

一S

四
号
、
六
号
、
昭
和
一v

一
六
年
参
照
。

'

'

.
ベ
-；
;

^
 

 ̂

^

'

'

'

■

:

(

2) 

W
i
l
l
i
a
m

 

G
o
d
w
i
n
;

 

Eliq

fi.ry 

concerning 

Political Justice, 

a
n
d

 

its 

I
n
f

 uence on M
o
r
a
l
m

p
ppuHappiness, 

1793, 

chap, 

2.
(

3)
.

小

松

春

雄

.

「

ィ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
史
研
究」

;

一
九
六
—*
年
、
.一 ：.

さ

..
'
.へ
.

,.

,
へ

,
;'
:

(

4) 

F. Engels;- Die 

L
a
g
e

 E
n
g
l
a
n
d
s
,

 I. 

D
a
M 

achtzehnte 

q
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
'
K
.

 M
a
r
x
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 E
ng
e
l
s W

e
r
k
e
,
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 B
d
，
I, 

1 ：9
5
6
,

co
s
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大
道
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，

「

国
富
論
の
草
稿
そ
の
.他」

一
八
九
頁
。

こ
れ
.は
、

ス
ミ
ス
が
一
七
五
五
年
に
.自
分
め
講
義
の
主
題
を
確
認
す
る
た
め
に
グ
ラ
I

ス
ゴ
ゥ
の
学
会
に
提
出
し
た 

文
書
^
と
い
わ
れ
て
い
る
。
,

..
.;
'

'

:
:

.
■

;

:'
.

'

:

.

.

.

6-)

.

.齚
掲
訳
書
所
載

--
-
'

「
『

そ
デ
V
Xパ
ラ
評
論』

へ
の
寄
稿
文
に
つ
い
て」

一
一
ー
八
^;
大
道
氏
.に
ょ
れ
ば
、
..'
:
ス
：、ミ
.

K
；

ば
べ
リ
ゼ
p
:̂
丨
ム
を
介
し
て
ル
义

1
に 

.
'し
ば
し
ば
会
っ
て
い
る
ら
し
い

f

L

K

e of. A
d
a
m

 Smith,: p. 196.)
。

ま
た
ヒ
ュ

.丨
ム
と

1
.ソ
：
|1
'
:の
例
の
仲
違
い
.事
件
に
対
し
て
%-
、

ヒ
ュ
I
ム
の
親
友 

.

と
し
て
心
か
ら
心
配
し
、
そ
.の
後
も
ル
ソ
ー
の
漶
韻
を
蔼
:'
:
<評
価
し
て
い
た
と
と
似
、
後
年
彼
が
ヴ
ォ
ル
テ
I
ル
と
；.ル
シ
I
に
つ
い
て
語
っ
た
次
の
言
葉
か
ら 

も
ぅ
か
が
わ
れ
る
。：-「

.ル
ソ
I
の
社
会
契
約
論
比
彼
が
こ
.
4ま
で
.受
げ
た
種
々
な
迫
害
に
対
し
て|

朝
に
し
て
報
復
す
る
で
あ
ろ
ぅ
J

B

S

. 

ibid., 

p. 
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w
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writings'by D
u
g
a
l
d

 Stewart, 
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V
O
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,
p57
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大
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 Inquiry into the 

N
a
t
u
r
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n
d
o
a
u
s
e
s
a
'
t
h
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'
w
e
a
l
t
h

 of Nations,,,1776? 

e
d
'
b
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 E. 
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b
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D
u
u
d
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